
 

 
 正月以来、久々に登場したホッシーが、いとも簡単にタイトルをさらって

いってしまった。初日マイちゃん優勝で盛り上がった「第五期練板オープン」、

その二日目はおとなの部予選４位で通過したホッシーが、得意の山おろしで

居並ぶ強敵を次々撃沈、チャンピオン戦でも初日優勝のマイちゃんを破り、

誰もが欲しいタイトルをとんびが油揚げをさらうように持って行ってしまっ

た。グラチャンに続き今期２個目のタイトルを獲得したホッシー、余裕のホ

ッシースマイルにチックショー！ 
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初日はマイちゃんが完全優勝、 

恐るべし伊佐家の躍進 

梅雨の明けない板橋平和盆踊りは初めてだ。どんよりした

曇り空にまつりのタイコは似合わない。やっぱり、カーッと

晴れてほしいよ。さて、今回のオープンベーは良く出来すぎ

てかなり重い。規定の３５ｇまで磨るのに骨が折れる。その

初日に予選通過したのは、マイちゃん、ダイゴ、グッチ、マ

サキ、ユコリンと、作務衣師岡、トシ田口、伊佐Ｐ、イッサ

望月、ハルクの１０名。夫婦対決を制した伊佐Ｐと親子対決

を制したイッサの対戦はイッサに軍配が上がり、そのイッサ

はシードの作務衣を一蹴し決勝進出を決める。一方、グッチ、

トシを倒し波に乗るハルクを迎え撃つのは、シードのマイち

ゃんだ。ここでマイちゃんは飛ばしとチップでハルクを破り

決勝進出を決める。初日の決勝はイッサＶＳマイちゃん。無

邪気にベーゴマを楽しむマイちゃんが、ハジキでまずは一歩

リードする。重圧がかからないってのはいいねえ。ここで、

イッサが初タイトルのプレッシャーをはねのけ、１本返して

同点とするが、３本目はマイちゃんがリキ勝ちで初日優勝を

決める。ＮＩＢ初の子ども・女流・総合優勝はリッパだ。も

しかしてじゃなく、ベーもいいのだろう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昨年から始めた加工王、今回からおとなも仲間入りだ。制限時間内に仕

上げるのはなかなか困難だけど、かなり丁寧にできている。子どもの部１

位に輝いたのはダントツでダイゴ、タイムも２分を超え堂々の優勝だ。お

となの部は激戦で松ちゃん、タイムは２分３０秒を超えた。２位にはアカ

ネちゃんとイッサ望月、季節を意識した伊佐Ｐは組織票もあり３位と善戦

した。ちなみに玄人好みの５角形ベーはトシ田口だったが、わかったかな。 

 

 

 

 

 

 

二日目は夏男岩ガンが 2年連続決勝進出、 

強豪が次々予選落ち 

二日目は初参加と久しぶり会員が活躍し、松ちゃん、カイチョー、

ソーリ水村（川越水村改め）は二日連続の予選落ちだ。体調が悪い

とか言い訳はいろいろあるが、どうにかしろよー。体調を崩し休場

となった北馬中邨は、原因がハッキリしたので、まもなく全快の予

定だ。待ってるぞー。さて、二日目の予選を通過したのは、タイキ

ロー、まみぃ、ダイゴ、りゅうちゃん、マサキ、グッチ、ワッちゃ

ん、アカネちゃんと、作務衣師岡、ハルク、床イシ、ホッシー、イ

ッサ望月、チョット今村、岩ガン、ラルク澤村の１６名だ。湯島か

ら初参加の床イシ、りゅうちゃん親子はそろってベスト１６、加工

素人とは思えない出来栄えにビックリ、手先が器用だね。 

 グラチャン保持者ホッシーが正月以来の登場で会場に緊張が走

る。そのホッシーがマサキ、チョット、ワッちゃんを総ナメ、格の

違いを見せつける。一方、昨年Mr.高橋との激戦を演じた岩ガンが、

まみぃ、グッチ、イッサを破りホッシーとの決勝を迎える。初タイ

トルを目前に岩ガンの心境はどんなだろう、しかし、ホッシーの前

に２連敗、今年も届かなかった。「でも今回は右投げで決勝に行け

たから。」と、ビール片手に岩ガンの笑顔がさわやかだった。 

作務衣の天敵、それは望月親子 

初日、二日目と予選１位通過の作務衣師岡、本人も納得の加工が出来 

たのだろう。しかし、その前に立ち塞がったのがイッサ望月だ。初日ベ 

スト４、二日目ベスト８で対戦したが、なすすべもなく敗れ去った。 

「同じブロックにイッサかダイゴがいるだけで、もうダメだと思っちゃ 

うんだよ。」という弱気な発言、当分この苦手意識は尾を引きそうだ。 


